
特集防災・減災，復旧・復興

1.   　はじめに

東北地方の太平洋沿岸を中心に未曾有の被害を
もたらした「東日本大震災」の発生から令和 2年
3 月 11 日で 9年が経過します。「復興・創生期間
（H28 〜 R2）」もいよいよ残すところ 1年を切り，
東日本大震災からの復興を完遂させる段階に入り
ました。
発災からこれまでの間，関係者の皆さまのご支
援，ご協力もあって，復興道路・復興支援道路，
河川・海岸，港湾等の復旧・復興は順調に進捗し

ています。
本稿では，東日本大震災からの復興の状況と加
速化の取り組みについて紹介します。

2.   　東日本大震災からの復興

⑴　復旧・復興事業の進捗状況
東日本大震災からの復旧・復興事業は 10 年目
を迎え，完成に向けて順調に進捗しています。
全体概要として，復興道路・復興支援道路は 8
割弱が開通，港湾関係は全体約 9,000 m の防波堤
の復旧が完了し，河川堤防は 9割弱の進捗率で，
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図－ 1　東日本大震災からの復旧・復興事業の進捗状況
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旧北上川の約 6 kmを残すのみとなっています。
まちづくり関係も 99％を終えました。残り 1
年の復興・創成期間内に完成できるよう，しっか
りと取り組んでいきます（図－ 1）。

⑵　道路事業の進捗状況
復興道路・復興支援道路は計画延長 550 km に

対して 416 kmが開通しています（写真－ 1）。復
興・創生期間内の令和 2年度までに全線開通する

写真－ 1　三陸沿岸道路（釡石南～釡石両石）開通式

図－ 2　復興道路・復興支援道路の開通見通し
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見通しを昨年 8月に公表しています。
また，三陸沿岸道路の仙台〜宮古は，気仙沼市
内を除き令和元年 6月に完成，東北中央道の相馬
〜福島間は，相馬西道路 6 km が同年 12 月に開
通し，常磐自動車道と接続し，残り 12 km（霊山
IC〜桑折 JCT）となりました（図－ 2）。

⑶　河川事業の進捗状況
仙台湾南部海岸及び河川堤防の北上川・鳴瀬

川・名取川・阿武隈川は内陸部・河口部とともに
復旧が完了しています。残る旧北上川河口部につ
いても令和 2年度の完成を目指し，地域と一体と
なって整備を推進していきます（図－ 3）。
さらに，石巻地区では，旧北上川の堤防整備と

合わせて，市民の方々の集いの場，憩いの場とな
る水辺空間の整備を図ることを目的に「かわまち
づくり」を進めています。整備後は，かわまちが
新たな観光・交流拠点として地元から期待されて
います（写真－ 2，3）。

⑷　国営追悼・祈念施設（仮称）の整備
復興の象徴となる復興祈念公園は，岩手県陸前

高田市，宮城県石巻市，福島県浪江町・双葉町に
おいて，各自治体と連携して整備を進めています
（写真－ 4，図－ 4，5）。
令和元年 9月 22 日，陸前高田市の高田松原津
波復興祈念公園は，高円宮妃殿下，赤羽国土交通
大臣等関係者によるオープン式典が行われました
（写真－ 5）。

図－ 3　河川事業の進捗状況

写真－ 2　旧北上川（石巻地区）かわまちづくり

写真－ 3　石巻川開き祭（花火大会）の観覧状況

写真－ 4　高田松原津波復興祈念公園（陸前高田市）
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⑸　震災伝承の取り組み
東日本大震災の震災伝承を効果的・効率的に行
うため，東北地方整備局と青森・岩手・宮城・福
島被災 4県，仙台市が連携し「震災伝承ネットワ
ーク協議会」を平成 30 年 7 月に設置しました。
震災伝承施設をネットワーク化し総体で取り組む
ことで，地域防災力の向上や被災地の活性化を図
ることを目的としています（図－ 6）。
具体的な活動として，被災地の実情や教訓を伝
承する「震災伝承施設」を募集し，224 件を登録
しました（令和 2年 1 月）。これらをネットワー

クで結び，震災の記憶と記録を伝承する道「3.11
伝承ロード」の構築を進め，災害リスクに関する
知識と心構えを共有し，激甚化する災害に備える
「防災意識社会」への転換を国内外に発信してい
きたいと考えています（図－ 7，写真－ 6）。
引き続き，産学官民が連携し，災害から命を守
る先駆的な取り組みを進めていきます。

図－ 4　石巻南浜津波復興祈念公園（石巻市）

図－ 5　福島県復興祈念公園（浪江町・双葉町）

写真－ 5　高田松原津波復興祈念公園 
　　　　  国営追悼・祈念施設オープン式典

図－ 6　震災伝承の取り組み

図－ 7　3.11伝承ロードのイメージ
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3.   　復興加速化の取り組み

⑴　復興加速化会議
令和 2年 1 月 18 日に開催された赤羽国土交通
大臣と岩手・宮城・福島各県知事，仙台市長ご出
席の「第 10 回 復興加速化会議」（写真－ 7）では，
①復興の事業進捗に重要な工事費を割り増しする
「復興係数の継続」，②生産性革命の貫徹に直結す
る「東北復興働き方・人づくり改革プロジェク
ト」，③各県・市と連携し「3.11 伝承ロード」の
取り組みをより一層加速することで意見が一致し
ました。

⑵　東北復興「働き方・人づくり改革プロジェクト」
少子高齢化が進む東北地方では，災害時の迅速

な対応，インフラの維持管理や除排雪など，「地

域の守り手」である建設業の担い手確保対策を東
北全体へと広げることが必要です。
東北地方整備局では，平成 28 年度から関係業
団体と連携し，「働き方改革の推進」，「生産性向
上の推進」，「担い手の育成・確保」の 3つの柱で，
東北復興「働き方・人づくり改革プロジェクト」
に取り組んでいるところです（図－ 8）。
これまで，東北 6県・仙台市と連携し，取り組
んできましたが，復興加速化会議からの指示を受
け，今後は市町村へも拡大を図っていきたいと考
えています。

4.   　おわりに

東日本大震災からの復旧・復興事業は，県や関
係市町村との連携，事業促進 PPP の導入や全国
の地方整備局の協力をいただくなど，官民一体と
なって事業を進めてきたところです。
東北地方整備局としては，「復興・創生期間」
で被災者の方々が復興を実感できるよう，今年も
より一層，整備局の総合力・現場力を総動員して
整備を加速化するとともに，「地域の守り手」で
あり「地域振興の担い手」でもある建設業が新
3K（給与が良く，休暇が取れ，希望が持てる）
を実現できるよう，官民が連携して取り組みを進
めていきます。
引き続き，皆さまのご支援・ご協力をお願いい
たします。

写真－ 6　震災遺構 たろう観光ホテル（岩手県宮古市）

写真－ 7　第 10回 復興加速化会議
　　　　  令和 2年 1月 18日 仙台市

図－ 8　東北復興「働き方・人づくり改革プロジェクト」
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